
Ⅰ・Ⅱ　　参加者数及び職種・勤務年数

勤務先 参加数 参加率 勤務年数 参加数 参加率
国立大学法人 22 36.1% 1年未満 4 7.3%
公立 8 13.1% 1～5年 13 23.6%
私立 23 37.7% 6～10年 11 20.0%
国立高専 8 13.1% 11～15年 10 18.2%

計 61 100% 16～20年 6 10.9%
21年以上 11 20.0%

計 55 100%

職種 参加数 参加率
看護師 31 50.8%
保健師 23 37.7%
養護教諭 3 4.9%
検査技師 1 1.6%
事務職 1 1.6%
その他 2 3.3%

計 61 99.9%
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＊形式の希望　①講義　27人　②テーマを決めて小グループで討議　　22人　③業務上の問題点を質疑応答　8人

アンケート回収数　55人（回収率　90．2%）

テーマ
ハラスメント
外傷の処置・湿潤療法
国公私学に関わらず共通性のあるもの

日常業務に関すること

テーマ

保健指導
個人情報

計

理由（複数回答あり）

労働安全衛生
禁煙

感染症
メンタルヘルス
性教育
健康教育

テーマ
健康診断

平成20年度情報交換会参加者及びアンケート集計結果

開催日時：平成20年8月27日(水)　16:00～17:50

計

場所：高知会館３F飛鳥の間

同じような悩みを持つ人がいて、アドバイスがもらえた。
自分がどうあるべきか学ぶことができた。 
具体例を上げながらお話頂いたので分かりやすかった
GWの発表をしてほしかった。ミニ講座はいらない。

各大学の具体的な様子が聞けてよかった。　
話し合いの時間がもう少し長ければなお良かった。

Ⅳ　平成21年度情報交換会の希望内容（複数回答あり）

大学で実際に起こりうる事例だったので参考になった。
グループ討議では意見が出しやすかった。　

どちらともいえない

事例について解説がよく分からなかった。
空白

Ⅲ　今回の情報交換会について

感想
有意義だった　
あまり有意義でなかった



Ⅴ　平成21年度研究集会のシンポジウム・教育講演等での希望テーマ

Ⅵ　研究集会・情報交換会への意見・要望

総会に退室する人が多いので、なるべく多くの人に参加してほしい。
同じような規模の大学でメンバー構成をしてほしい。

鳥取の歴史を変えた講演

発表時間はできるだけ守りましょう。
快適環境下での研修充実していた。
有意義な時間でした。

健康教育における地域との連携
救急処置・保健室充実の備品に関すること
笑いの効用などの話（専門から離れたれラックスタイムとして）
ハラスメントの相談対応

職員の特定健診・事後指導等について（メタボ対策を含む）　４人
労働安全衛生について
たばこ対策
法律関係

今回への意見

次回への要望

感染症（新型インフルエンザ・麻疹症など含む）　4人
危機管理マニュアル・感染症マニュアル作成
性教育(デートDV含む)
メンタルヘルスに関しての連携の取り方
｢やる気が出ない｣｢無気力｣学生への対応について
統合失調症・性同一性障害についての対応について
教職員のメンタルヘルス
障害学生（身体・発達も含めて）の支援体制の具体例

労働安全衛生 5

その他 7

感染症 6

メンタルヘルス 5


